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毎年１０月初旬に発表されるノーベル賞。２０２５年の

発表では、日本の研究者が２人受賞されましたね。このう

ちゅうが発行される２０２６年３月ですと、既に５か月がた

ちましたが、皆さんその方々のお名前と受賞内容を憶え

ていらっしゃるでしょうか。

お１人目は、１０月６日に発表された、大阪大学の坂

口志文特任教授が他の２人の先生と「末梢性免疫寛容

に関する発見および制御性Ｔ細胞の機能解明」という内

容、そしてもうお一方が１０月８日に、「金属有機構造体

の開発」という内容で、京都大学の北川進理事・副学

長、高等研究院特別教授がＲ．ロブソン氏、Ｏ．ヤギー氏

と３名で化学賞を受賞しています。

どちらの研究も私たちの実生活に大きくかかわる内容

で、今後もその研究の発展が期待される内容です。

今回のノーベル化学賞の内容を簡単に紹介する前に、確認です。皆様は、日本

人でノーベル化学賞を受賞した人はすべて憶えていらっしゃいますか？

電脳上で聞けば一発で教えてくれますが、一旦以下におさらいしておきましょう。

２０２５年のノーベル化学賞

では、２０２５年のノーベル化学賞について簡単に見ていきましょう。今回の受賞内

容は「Ｆｏｒ ｔｈｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｍｅｔａｌ‐ｏｒｇａｎｉｃ ｆｒａｍｅｗｏｒｋｓ（金属有機構造

体の開発）」というもので、金属有機構造体「Ｍｅｔａｌ‐Ｏｒｇａｎｉｃ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋｓ（ＭＯＦ）」
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を開発したことでの受賞です。このＭＯＦとは何か？これは金属原子と有機物で非常

に細かい空間を持った分子を作り、その分子の空間には、狙った分子を閉じ込め、

必要に応じて放出させることができるものです。これは、まさに私たちの病気の治療や

地球環境の改善などに役立つものとされています。

学術的な功績と実用性は、「設計可能なナノ空間」という新しい化学の概念を生

み出した学術的功績と、環境・エネルギー問題解決につながる実用性の両面があ

り、その内容が評価されています。

これまで存在していた物質では困難だった「分子レベルで穴の大きさや形状を自

由自在に設計できること」、つまり新しいナノ空間を作り出したことと、それがさまざま

な問題の解決に大きく貢献する可能性を秘めているということです。

例えば病気の治療などでいうと、「ドラッグデリバリー（薬物送達）」という仕組みで、

ＭＯＦを利用し、ＭＯＦの持つ高い表面積と多孔性を持つことにより、薬剤を内部に大

量に保持できます。また、その薬剤の放出速度を調整しやすく、必要に応じたところ

にだけ薬を届けるように設計できます。

また、バイオメディカルに応用

され薬剤だけでなく、酵素・ウイ

ルス・タンパク質など複雑な生

体分子も運搬可能なことから、

がん治療、感染症治療、診断

技術など多方面で研究されて

います。例えば、治療のための

画像診断には、ＭＯＦに金属イ

オンを組み込み、高いコントラス

トが得られるようにして、画像診

断を容易にすることもできるよう

です。どちらも必要なところに物

を届けられるということが、ミクロ

の宅配便という感じです。

それから、地球環境が、悪くなっているということ、例えば、温暖化に関して、二酸

化炭素を吸収して閉じ込め保持し続けることもできます。また、雨の降らない環境下

でも空気中の水分を取り込み、砂漠のように乾燥した地域でも空気中の水分を効率

よく吸着し、太陽光などのエネルギーで放出して水を回収できます。１ｋｇのＭＯＦで

１～３.５Ｌ／日の水を得られるレベルまで進化しています。今後のＭＯＦのさらなる発

展を期待しましょう。

小野 昌弘（科学館学芸員）
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